
HIV ･ 性的自立 ･ セクシュアリティ･ ･ ･ 支えあう学習会 ～ S e a S O n 2

V oI .2 シンポジウム: セクシュアリティと家 問題
～ いのちを支える自己肯定感をどこで育てるか
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⑳仙台市市民活動サポ ー トセンタ ー セミナ ー ホ ー ル

入場無料 ･ カ ンパ歓遡 ･ 申 し込み は不要 です

問 い合わせ は ､ 支えあう学習会専用ア ドレス
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◆内容

◇開催趣 旨 丁目C 代表 小浜耕治

◇話題提供

家族間題とその後の 困難 ､ どうサバイ ブしたか

演中洋平 氏(｢ レイ ブクライ シス
･ ネ ッ トワ ー ク｣

セ ザウ ス ワ ー カ ー

ア ドボケ ー タ ー

､ S W A S H )

児童虐待とその影響

鈴木俊博氏( ソ ー

シ ャ ル ワ
ー カ ー

､ キ ャ ッ プネッ トみ や ぎ､ 特定非営利活動法人仙台 ダルク事務局長)

◇ディ ス カ ッ シ ョ ン ･ 質疑

成長過程における家族問題は､ そ 沿後思春期や成人 して からの心理状態 に大きく影響を与えます ｡

思春期に多くが自覚されるセクシュ ア1｣ テ ィ は､ 家族関係には大変デリケ
ー トな存在 となります ｡

学校等でい じめに合い､ つ らい思し1 を抱えても ､ 家族にはその核心 を絶対に知られたく恋 い 9

家族に知 られ て拒絹され ､ 居場所を失 う｡ ネグレクトや心理的 ･ 身体的暴力などの 虐待につながる｡

ある いはもともと虐待があるために居場所がないが､ lまかlこ安全な場を確保するの が難しい ｡

そ して ､ 本来であれば安全な場 ､ 安心できる湯である家庭で育て たはずの 自己肯定感が得 られず､

メ ンタル ヘ ル スの 低下､ 人間関係 の困難､ D V ･ 性暴力被害 ､ 賞困､ HくlV など性感染症とい っ た

様々な画難に遭遇する可能性が高まっ て しまいます｡

多様なセクシュ アリテ ィの当事者とも言える性的マ イノリテ ィ はノ､ 自殺のリス クが
一 般人□ の 6 倍 と宅言われ､

自殺対策基本法に基づく ｢ 自殺総合対策大綱｣ にも性的マイノリテ ィ ヘ の配慮が明記されて い ます｡

この リスクに加え､. 本来であれば第
一 に支援蓬れ るべき家族に疎外されるとい っ た危機に直面 して います｡

家族間題の中で ､ セクシ ュ アリテ ィ の問題にどう対処して いたらよいか｡

こ じれて しま っ た関係を抱えなが ら自己肯定感を回復 し､ 自分自身の人生をどう構築してゆけるのか ｡

これらは克服してゆ< には難しい 問題です ｡ しが し､､ 周囲の 支えと､ 姦香らめず支援を求めるこ とで ､

必ずや自分自身をいきいきと生きてゆけるようになると希望を持ちたい､｡

その確信を参加者の皆さんとともに探索してゆきたい と思いますa′

主催 : 東北 H I V コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ンズ ( T H C )

◆協力: レ イブクライシス
･ ネ ットワ

ー

ク､ 性と人権ネッ トワ
ー

ク E S T O ､ ( 特活) 只生社会をつ < るセク シ ュ アルマ イノリテ ィ史援

全同ネ ッ トワ
ー

ク､ (
一

般) 社会的向摂サポ
ー トセンタ ー

､ ( 一 般) プ レスみやぎ､ (持活り＼ - テ ィ ー 仙台､ C A P みやぎ､

キ ャ ッ プネ ットみやぎ､ (特活) 仙台タル ク､ l持活) チ ャ イル ドライ ンみやぎ､ みやぎいのらと人権リソ
ー

ス セ ンタ
ー

◆後援: 宮城県 ( 申請中) ､ 宮城県教育委員会 ( 申請中) ､ 仙台市､ 仙台市教育委員会 (申請中) ､ 宮城県保厳医協会 (申請中)

宮城県社会福祉塙満会, 仙台市 社会福祉壌議会 ､ 宮城県晦床J抄理士会 ( 申請中)､ ､ 喜城県社会福祉±会

◆助成 : こ 鱒 感ほ っ とわ ～ く基金



◆ゲスト団体プロフィ ー ル

◇｢ R C - N E T / レイプクライシス 靡ネットワ ー ク｣

｢ 性暴力とは同意の 無い 性行為全般の こ とをい い ､ 状況や法律 ､ 個々人 ぬ判断で い ろい ろな呼びかたをされる

が ､ どぬような状況で 誰に よ っ て 引き起 こ されたもので あれ ､ 互 いの 同意の ない性行 為 は､ 全て 性暴力 ｡ 老若

男女 ､ 婚姻関係､ セ クシ ュ ア リティ などもそ こ に は関係な い‥｡ ｣ と: いうポリ シ
ー

で 活動を展開中｡ 全て の レイ

プサバ イバ
ー

の た.めに ｡ そ して 私たち自身の ために ｡ あなたの生きる こ

の 地球上 ､ そ して地域の中に ､ あなたの 声を聞きた いと思 い ､ あなたが

生 きる姿を見た い と感じ､ そ して
一 緒に 生きて い る ､ 沢山のイ中間がいる

ことを伝えた い ｡ そんな想い で 活動 して います｡ 2 01 針年に･タイ で行われ

たアぎア太平洋国際 エ イズ会議､ 2 馴 4 年メ ル ボル ンの 国際 エ イズ会議に

も参加 p

濾中洋平 さんは ､ 主に セ ック ス ワ
ー ク をめ ぐる活動に参加され て います｡.

団体 H P : ht t p :// r e -

n et . i n f o/ 団体 ブロ ゲ : h t t p :// b I o g , g O O . n e･ , j p/ r G - n e t/

◇｢ キャップネットみやぎ｣

｢ 子育て が つ らい 子 どもと居るの が苦しい｣ そん なときキャ ブネッ トみ や ぎは共

lこ寄り添い考えます ｡ 相談電言酎ま022 -26 5 一揖66 月 ～ 土 1 0 時 ～ 1 6 時

子 ども虐待に 関わる様々な問題を ､ 市民の 目線と専門家の 知恵 で考えて いく団体と し

て ､ 1 9 g 9 年lこ設立されま した､｡

鈴木俊博きんは､ 親の 立場､ 子 どもの立場､ 大きくな っ て か らもその 影響で困難を抱

え る人た ちなどを､ 総合的に 支援されて います｡

団体 H P : h t t p :// c a p n e t m i y a gi . o r g/ w Q rd p r e s sノ
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◆こんにち臆東北 HIV コミュ ニケ ー ションズです｡ ･ふだん町活動内容を紹介します｡

1 H l ■V / エイズに 関する学びの場の提供

① エ イズ出前講座

② メ ッ セ
ェ ジキル ト派遣

③ ゲイに よるゲイの ため の

H I V 活動チ
ー

ム ｢ や ろ っ こ ｣

2 H = 〟エ イズに 関する支え合い

① エ イ ズ電話相談

② ケアサポ
ー

ト事業

3 H l > エ イズ ･ セクシ ュ アリテ ィ ･ 人権に

関わ各人材育成 とネッ トワ
ー ク

拶 H I V と共に生き共に 学ぶ講座

② 仙台市H I V 性感染症対策推進協議会 へ の 参加

③ みや ぎい のちと人権リ ソ
ー ス セ ンタ ー ヘ の参加

④ 寄り添 い ホッ トライン へ の協力

◆支え合う学習会企画ボランティア
･丁目C 会員募集中
プロ ジェ タ トボラ ン テ ィ ア

継続ボラ ン テ ィ ア

活動会員などで活動 できます 8

会員は会を支える存在 ｡

支援会員A ( 年会華12 , 餉0 円議決権有) と

支援会員 B ( 年会出 6 . 000 円) があります ､ 一

詳しくはメ ェ

ル下 さい !
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東北H l V コ ミ ュ ニケ
ー

ジ ョ ンズ ( T H C )
H I V 感染症/ エイズに よ っ て自らの生命や生き方に影響を受けた人々が共に生きる社会を つ くる

連絡先 : 〒983 - 0 83 6 仙台市宮城野区幸町 4 丁目 7
- 2 みや ぎいのちと人権リ ソ

ー

ス セ ンタ
ー

内
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